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11780年代ウィーン貴族社会における演奏会需要 ── イタリアオペラと演奏会の代替関係に関する分析 ──
はじめに──問題の所在と分析方法
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図３　18世紀ウィーン宮廷劇場所属団員のソリストとしての演奏会出演回数
43   Matthew Riley, The Viennese Minor-key symphony in the age of Haydn and Mozart, 
Oxford: Oxford University Press, 2014, p.31.
211780年代ウィーン貴族社会における演奏会需要 ── イタリアオペラと演奏会の代替関係に関する分析 ──
ながら演奏会形式のオペラのようなプログラムが好まれるようになっていたの
ではないかと考えられる。四旬節中は一貫して宮廷劇場ではイタリアオペラ団
の出番はなく，イタリア人歌手は外部の演奏会に出演することが容易だったこ
とが背景にある。また，四旬節中の宮廷劇場の上演がブルク劇場に移る前年度
1787/88年度まではブルク劇場のオーケストラも四旬節中は休みとなるため，
楽団員が協奏曲のソリストとして出演する事例も多かった。
　また図３には示されていないが，ソリストではなくオーケストラ団員として
の出演についても検討したい。18世紀の多くの都市では劇場のオーケストラ楽
団員は薄給のため演奏会出演に積極的であったが44，ウィーンの場合も類似し
ている。宮廷劇場のオーケストラ団員は自由な活動が認められており，どの時
期においても演奏会のオーケストラ──主催者がその都度集めた──の中心を
成したが，1783/84年度に宮廷劇場でイタリアオペラ上演が始まると四旬節以
外はブルク劇場のオーケストラはほぼ毎晩劇場での出演義務があり，その時期
の演奏会開催にはフリーランスの音楽家やディレッタントも動員されねばなら
なかった。すなわち，演奏会主催者側にとっても出演者の確保という点で演奏
会開催は四旬節中が最も合理的だったことになる。それでも1785/86年度以降
の３年間は宮廷劇場には２劇場とも付属オーケストラが存在し，ケルントナー
トーア劇場のオーケストラは四旬節中も含め週３回しか劇場での出番がなく，
また演奏水準のより高いブルク劇場のオーケストラも四旬節中は休みになった
ため，宮廷劇場の楽団員は演奏会への出演依頼をたびたび受けたことだろう。
またこの時期は民間劇場の設立が進み，それらもオーケストラを持ったことも
見逃せない。ちょうどこの時期ソリストの出演が増加し得たのはこれら諸背景
があったからである。だがケルントナートーア劇場の上演中止の翌1788/89年
度以降は同劇場のオーケストラ解散により，他都市へ移る旧楽団員も出たこと
などで器楽奏者が減少した。この時期は戦争などにより演奏会開催の機運が下
44   宮本，81，94頁。なお貴族の楽団員は19世紀初頭まで従僕として自由な活動が不可能
な地位にあったため演奏会への出演は極めて限られていた。
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がっていた時期でもあるが，オーケストラの確保の点でも開催が困難だったと
言える。なお，逆にこうした状況は音楽家への需要を増やした面もあるだろう
が，あくまで四旬節中に限定された需要増だったため，ウィーン外から積極的
に音楽家が集まり定着するほどには至らなかった。
　以上から，演奏会主催者にとってはオーケストラの確保は普段からウィーン
に居住する音楽家の中で都合がつく者を探し出演を依頼するしか方法がなく，
それゆえ四旬節以外は劇場の上演があり出演可能な音楽家が少なく，また四旬
節中も演奏会の開催数を柔軟に増やせるほどの人材の余裕がなかった45。演奏
会開催への規制はなく自由に企画できたとは言え，出演者の確保が大きな阻害
要因となっていたため，演奏会への潜在的需要の拡大傾向は開催数の増加以上
に大きかったと考えてよいだろう。
おわりに
　本稿での検討の結果，貴族は宮廷劇場では年間予約されたロージェに入りイ
タリアオペラを観劇することを最も好み，それが可能な四旬節以外は演奏会を
さほど求めなかったが，逆にロージェが使えたとしてもイタリアオペラがない
四旬節中は演奏会を求めたことが確認された。ウィーンでも貴族が演奏会をオ
ペラの代替とみなし，またそれゆえオペラの浸透と共に演奏会も発展したとい
う当時のヨーロッパの一般的な傾向がここでも見られたと言えるが，その背後
からは，社交の活性化や市民層の存在感の強まりという，当時のウィーンの貴
族を取り巻く社会文化的背景ゆえに威信顕示および音楽鑑賞を効果的に行い得
る社交の場を確保しようとする彼らの強い意思が見えてくる。貴族は演奏会で
も通常の観劇の場と同様の社交的振る舞いが求められ，特に公開演奏会では裕
45   例えば1784年四旬節にモーツァルトが演奏会を企画した際，同じ日にリヒテンシュタ
イン侯アロイス（しばしばルイと呼ばれる）がウィーンの自邸でイタリアオペラを上
演するため歌手・器楽奏者の確保が困難となり，やむなくモーツァルトが演奏会を延
期した事例がある。高橋英郎／海老沢敏（編）『モーツァルト書簡全集 V』白水社，
467頁を参照のこと。
231780年代ウィーン貴族社会における演奏会需要 ── イタリアオペラと演奏会の代替関係に関する分析 ──
福な市民に対抗して顕示的社交を繰り広げつつ，適度に演奏にも反応を示し芸
術への理解を示すことが必要とされた。多くの階層が集まる公開演奏会は劇場
と同じくそうした社交にとって理想的な場であった。また私的演奏会の直接的
な目的も，イタリアオペラが鑑賞できない時期にその代替として歌手を自邸に
招聘し演奏を披露させ，また親密な社交を通して芸術への理解を深めようとす
ることにあった。但し，私的演奏会がイタリアオペラの上演期間中に催された
例は僅かであることからも判るように，あくまでもその休演中の社交の機会の
代替としての性格が私的演奏会には強く込められていた。これらの結果，まだ
市民層が貴族層に比べ相対的に少ない当時のウィーンでは，四旬節中とそれ以
外の時期とで演奏会に対する需要に圧倒的な差が生じることとなった。
　一方で公開演奏会を主催する音楽家にとって，その事業は成功すれば大きな
収入になり得る点で魅力的であったが，劇場上演の充実している四旬節以外は
演奏会開催を資金面で支える貴族が演奏会へ興味を持たず，市民層もまだ十分
な影響力を持ち得ていなかったという社会経済 ･ 文化史的背景から，演奏会の
開催は四旬節というオペラ上演が禁じられたごく限られた時期に集中すること
になった。またそのことゆえに，四旬節以外の10ヶ月以上は演奏会を支えるオ
ーケストラ出演者への需要が大きく縮小することになり，ウィーンに音楽家が
集まりにくく，それが一層，演奏会の開催を増やすことを困難にした。
　一年中演奏会が開かれオペラ上演と共存し，当地での活動の機会を求めて音
楽家もヨーロッパ中から集まる流れが19世紀に至るまで強く見られたロンド
ン46とは大きく異なり，ハイドンやモーツァルトが活動した18世紀第４四半期
のウィーンにおいては，このように音楽の場が限られていた。それは，ウィー
ンでは貴族という最大の影響力を持つ聴衆の，オペラ鑑賞と社交の融合により
生じた偏った需要という圧倒的な社会的条件の下で，音楽の供給が柔軟に行い
得ない状況だったからである。そのような中で音楽家は自らの経済的利益や芸
46   宮本，84頁。
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術を追求すべく努力をし，上記の条件の許す中で可能な限り活動を活発化させ
ようとしていた。このことが観劇を代替すべく工夫が凝らされた演奏会のあり
方に現れていると言えるだろう。
